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26−−26　子 宮 にお け る Bisphenol　A の 新 た なエ ス トロ ゲ ン 様作用機序の 検討
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【目的1内分泌撹乱物質 （EDC ）の 多くは，子宮重景増加などエ ス トロ ゲ ン 様 の 作用 をもつ こ とが 知 られ て い る が，そ の 作用

機序の 詳細 は不明で あ る．今回，EDC 特 に phthalic　acid （PA ） と bisphenol　A （BSA ＞ の 子宮で の 作用 機序 につ い て estro−

gen　receptor （ER ）や coactivator の
・
つ で ある thyroid　hormone　receptor −

associated 　protein
−220 （TRAP220 ）との 関連性

につ い て検討 を加えた．【方法】1）Transient　transfection 法 にて EDC の ER を介 した転写へ の 影響を COS −7細胞と ER を強

く発現 して い る 子宮内膜癌由来細胞 （lshikawa細胞〉にて 検討 した．2＞yeast　two
−hybrid法 に て これ らの EDC の 存在 ドで

ER と TRAP220 の 結合能 を検討し た．3）3週齢の 未熟 ICR 雌マ ウ ス に EDC を5日間投与 した後 に 子宮紐織を採取 しRT −PCR
法 と Western 　blotting法 に て ER 及 び TRAP220 の 発現 を 比 較検討 した．4）Ishikawa細 胞 を用 い て EDC の ER 及 び TRAP
220の 発現に 及ぼ す影響を 検討 した．【成 績】1）EDC は過剰発現 させ た ER の み な らず endogenous な ER を介した 転写を誘導

した．BSA は特｝：　ER一
βを介した 転写 を強 く誘導 した．2）EDC の 存在下 で ER は TRAP220 と結 合 した．　 BSA は特 に ER一β

と TRAP220 の 結合誘導能が高か っ た．3）BSA 投 与に よ りER βと TRAP220 の 発現が 増加 した が，　 ER 一
α は 影響を受けな

か っ た．4）lshikawa 細胞で は BsA 投与に て ER 一
βの 発現が 増加 した が ，

　ER 一
α 及び TRAP22e の 発現 は影響を受け な か っ た，

PA は い ずれ の 発現 に も影響を与 え な か っ た．【結 論】子宮 にお い て EDC ，特 に BSA は受容体や coactivator の 発 現 を 変化 さ

せ ， 受容体
一
coactivat 。r 結合 に も影響を与える こ とに よ っ て 内分泌撹乱作用 を引き起 こ して い る 可能性が 示唆 され た．

26−27　過多月経
・丿1経 困難 症 に 対 す る Microwave 　Endometri 乏ll　Ablation （MEA ）の 臨床的検討
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【目的】近年，過多月経に対する新 しい 治療法 と して
，
Microwave 　Endometrial　Ablati。 n （子宮内膜凝固 術 ，

以 下 MEA ）が 注

目 され て い る．こ の マ イ ク ロ 波を使用 した 凝固術 は よ り短 時間，低侵襲で 処置可能で あ り，合 併症 が 少な い ．こ とが報告さ れ て

い る．そ こ で 我 々 は2002年よ り本 治療法を導人 して 症例を重ね て きた、今 回 は，その 有用性，問題点を臨床的 に 解析，検討 し

た．1方法】対 象 は挙児希望 が な く，か つ 器質的疾患 の ない こ とが確認 され た 過多月経 の 患者 で，本院倫理 委員会の 承認の もと

イン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トの 得 られ た 11症例 とした．術施行 におい て は まず．子宮鏡 にて 子宮内腔の 形状を確認 した の ち新 た

に 開発 され た 子宮内腔用プ ロ
ーべ を 屠い て 経腹 また は経直腸 エ コ ー下 に子 宮 内膜 を50秒ずつ 4方向，計4か所凝 固 した．凝 固術

後，再度予宮鏡 に て子宮内膜を観察し壊死 ・変性 して い るかの 確認を行い，未凝固部は凝固 を追加 した．術後 ， 臼覚的他覚的

所見もあ わせ た臨床的効果 ， 有害事象の 有無の 検討を 行 っ た．【成績 】術 後 の 子 宮 鏡 に よる 観察か ら4方向の 凝 固 に よ り正常 大

の 子宮 に つ い て は子宮内膜の 約80％ が 凝固 され た．過多月ma11例 に関 して は全症例で 改善 を認め た．また そ の うち5例 は 無月

経 に至 っ た．．一一
方 ， 月経困難症状を伴 っ た2例に つ い て は，や や 改善1例 ， 無 効 1例 で あ り， 経血 量の 減量 と相関が 強く認め ら

れ た 症例 と全 く認め られ なか っ た 症例が あ っ た．追加治療を要する 有害事象は 認め られ な か っ た．【結論】MEA は 低侵襲，さ

らに短時間で安全 に 内膜を凝 固す る こ とが可能で あ り，過多月経 に対す る有用 性が 全症例 に お い て 証明され た．月経困難症 に

関 して は症例数を重ね更なる 検刮
．
を要 す る．

26−28　卵管妊 娠各種治療法 に対する i個青HCG の 検討
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【目的】卵 管 妊 娠 に対 す る 各種治療法後の 個別 標準血清 HCG 下降曲線 を作成 して，存続絨 毛症 として 薬物治療開始の 診断基準

を作成す る ため．【方法】卵管妊娠 に対 して 行 われ た卵管切 除 術 51例 ，
マ イ ク ロ サ

ージ ャ リ
ー

に よ る胎 芽 及 び そ の 附 属 物摘働術

41例，腹腔鏡下線状切開術に よ る胎芽及びその 附属物摘出術98例，MTX20mg ！day5日間の 点滴静注治療35例 （合 計 225例 ）の

各種治療後 の 血清 HCG の 変動を経 H的 に測定 した．【成績】卵管切除例で は完 全 に妊 娠 部 分 は 摘出 さ れ て い る の で ，血 清 HCG

値は 血 液中の 残存 HCG の 消 退で あ り，半減期15 口で 下 降 した．マ イ ク ロ サージ ャ リーお よび腹腔鏡下 線状切開術例で はほ ぼ

卵管切 除例 と同様 に 下降 し，その 血清 IICGの 半減期 は2 日で あ っ た．　MTX20mg 〆days　H 治療例で は lfa清　HCG の 下 降は 有意

に 遅延 し，そ の 半減 期 は 6日で あ っ た．こ れ らの 基準 よ り逸脱す る例 に は存続 絨毛症 として MTX20mg 〆day を5日間点滴静注

を行 っ て 血 清 H（二G の 減 少 を 図 っ た．【結謝 子宮外 妊娠 に対 して 各種治療 を行 っ た場合 ，い つ の 時点で 存続絨毛 症 と診断 して

MTX 治 療 を 開始す る か 迷 うこ とが 多 い の で，治療後の HCG の 変 動 を観察 し，標準 HCG 滅少パ ターン よ り逸脱する 場合 は存

続絨毛症 を考え，MTX 等 の 治療 を 開始 して 存続絨毛を壊死させ 血1清 HCG を減 少 させ る 必 要が あ る と考 え る．
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